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B.自由研究
丑長頬の種特異性に関する法医免疫学的研究
堤 墾･青木 稔･伊藤弘行(愛知県警･
科技研)･勝又義直(名大･医)･中村
伸※(京大･雷長研)
血痕の人･猷鑑別と霊長類の系統関係を抗ヒト
血約および各種抗サル血清を用いて.ELISA(酵
紫免疫nTJ定法)の競合法で調べた｡また,尿斑の
人 ･臥鑑別を抗ヒトウロムコイド血清を用いた
ELISAのサンドイッチ法で調べた｡結果は次の
とおりであった｡
(1)市販の未吸収のウサギ免疫抗ヒト血清(M
BL社製と阪大微研製)の100倍希釈液に対して,
ヒト血痕が60-610/Oの阻止率を,チンパンジ 血ー
痕が21-2m/Oの阻止率を示し,旧世界ザル,新世
界ザル,原抜放および霊長校以外の動物血痕は10
0/O以下の阻止率を示した｡さらに,抗血清を与良
のチンパンジ 血ー穀で吸収したところ,ヒト血痕
の阻止率とチンパンジ 血ー痕の阻止率との差はさ
らに大きくなり,両者の抗原性の違いをより明確
にすることができた｡
(2) ウサギ免疫抗チンパンジ 血ー清,抗ニホン
ザル血沼,抗マンド.)ル血清,抗フサオマキザル
血沼および抗ワタポウシタマリン血清に対する反
応からみた甑人猿円,旧世界ザル内,新世界ザル
円の近縁関係は,先の間接凝集阻止試験のそオ1偶
和59年度共同利用研究の研究成果,年報 )にほほ
類似していた｡ただ,ELISAの方では屑間レベ
ルでの違いがより明瞭であった｡今回,さらに,.
旧世界ザル円の近縁関係を調べるために,抗マン
トヒヒ血沼を作製して検討した｡その結果,マン
トヒヒに近縁な種はアヌビスヒヒであり,次いで
ゲラダヒヒで類縁性がみられた｡マンドt)ル類は
グエノン類やマカク頬と同じ程度の弱い較縁性を
示した｡
(8)市販の抗ヒトウロムコイド血清(Cappel
社製)に対し,ヒト尿斑のほか,チンパンジー,
アジルテナガザル,ニホンザル,ベニガオザルの尿
斑およびイヌ,ラットの尿斑が腸性反応を示しTL
しかし,抗巾清を等量のニホンザル尿で吸収する
と,ヒト,チンパンジーおよびニホンザルの尿斑
以外院性反応を示さなくなった｡
以上,血痕や尿斑の人･猷鑑別,霊長類の系統
関係を,特に近縁な種の抗原性を比較する上で,
ELISAは有効な方法であることが分かった｡今
後,抗血清のロットの違いや被検動物の個体差の
違いを調べ,本分析法を確立したい｡
ヒトの血清蛋白質の種属特異性に関する法医免
疫学的研究(読)
原 三郎･大島美奈子(久留米大･医)
既に報告したように,Hb吸着ビー ズを用いた
ELISA法による人血証明法は,未吸収の抗血Frl
を希釈して使用でき,しかも感度,特異性とも極
めて高いという利点があろため法医学上有用であ
る｡そこで,この抗原吸着ビーズを用いる検査方
式を4種の血清蛋白質(全血清蛋白,Alb.lgG,
Tf)に通用したいと考え,各指標蛋白毎に抗原吸
着ビー ズの作製法,検体の検出感度および判別可
能な動物血の種属などについて検討を行い,その
成鎖の概要を前回報告した｡
今回は,種属の数および各種属の例数を前回よ
り増やしヒト11例,霊長類27校(軌入校4,旧世
界ザル13,新世界ザル7,原猿8)71例,一般動
物6種10例,計84種92例の希釈血清を検体として,
前回報告の方法でELISA法を行い(各指槙とも
未吸収の抗血清8-4ロット使用),各隠田動物
血清が示す副反応の強弱を阻止率によって比較す
るとともに,判別可能な種属の範囲について前回
の成槙の補充,確認を行った｡
その結果,いずれの指標蛋白の場合も(Dヒト,
③テンパンジT,◎オランウータン,◎テナガザ
ル,⑤ヒヒ,⑥ヒヒを除く旧世界ザル,①新世界
ザル,⑧原損,◎一般動物,の各群を単位として
互いに異なる阻止率が認められたが,各群の示す
阻止率は指標蛋白によって異なった｡その成鎖を
阻止率の高いJ掛こ示すと,全血清蛋白を指槙とし
た場合には①,②,◎,④,㊨,㊨,①,㊨,a
Albを指債とした場合には①,②,(む･④,㊨,
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